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/地域振興券の
交 付申請は

，お早め｜こ

凸

「
女
の
く
せ
に
っ
て

」
「
男
の
く
せ
に
？
．

」

何

動
き
出
し
た
市
の
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

市
で
は
、
男
女
平
等
を
進
め
、
男
女
の
固
定
化
さ
れ
た
役

割
に
と
ら
わ
れ
な
い
個
人
の
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
た

め
、
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

プ
ラ
ン
は
、
国
の
「
男
女
共
同
参
画
２
０
０
０
年
プ
ラ
ン
」

に
連
動
し
た
も
の
で
、
本
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

地
域
振
興
券
の
交
付
対
象
と
な

る
方
で
、
ま
だ
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
申
請

を
し
て
く
だ
き
い
。

使
用
お
よ
び
交
付
期
限
は
、
９

月
畔
日
ま
で
で
す
。

地
域
振
興
券
の
交
付
は
、
５
月

麺
日
（
月
）
ま
で
市
役
所
西
別
館
４

階
で
行
い
ま
す
が
、
６
月
１
日

（
火
）
か
ら
庁
舎
分
館
１
階
の
商
工

観
光
課
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
〈
下
図
参
照
）

マ
問
い
合
わ
せ
５
月
五
日
ま
で

地
域
振
興
券
本
藝
（
露
）
１
ツ

ー
１
内
線
３
７
９
，
４
７
１

，

４
７
２
６
月
１
日
か
ら
商
工

観
光
課
、
内
線
５
０
４

女
性
の
考
え
を
社
会
に
反
映
き

せ
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

へ
の
女
性
の
参
画
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉

◎
審
議
会
等
の
方
針
決
定
の
場
へ

の
女
性
の
祇
極
的
な
登
用
を
行
い

女
性
委
員
の
割
合
を
お
％
以
上
に

高
め
ま
す

◎
男
女
平
等
意
識
等
に
関
す
る
学

目
標
ｖ

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
男
女
が

参
画
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
悪

私
た
ち
の
意
識
や
社
会
の
慣
習

に
は
、
「
女
は
こ
う
す
べ
き
、
男
は

こ
う
あ
る
べ
き
」
と
か
「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
よ
う

に
、
性
別
で
役
割
を
決
め
て
い
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
（
左
表

参
悪男

女
平
等
を
言
葉
だ
け
で
い
う

の
で
は
な
く
、
実
際
の
く
ら
し
の

中
で
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
（
下
カ
コ
ミ
参
照
）
を

実
現
す
る
た
め
に
４
つ
の
目
標
と
、

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
を

定
め
ま
し
た
。

天宰舎

圃読356号

翌孫 子
一

、澗防本部
県
遜
舶
橿
・
我
孫
子
網

● 水 の 館布佐．沼 一

女
性
へ
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
な

く
し
、
女
性
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉

◎
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
性
的
嫌
が
ら
せ
）
防
止
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
す

◎
市
の
発
行
す
る
刊
行
物
や
主
催

事
業
を
男
女
平
等
の
視
点
に
立
っ

て
見
直
し
ま
す
言
と
ぱ
、
イ
ラ

ス
ト
、
写
真
笠

◎
学
校
の
教
育
活
動
を
通
し
て
、

男
女
平
等
の
視
点
に
立
っ
た
進
路

指
導
、
生
徒
指
導
を
充
実
し
ま
す

◎
夫
婦
間
暴
力
か
ら
の
一
時
避
難

場
所
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も

習
や
研
修
の
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す

◎
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
座
談
会
）
等
を
開
催
し

ま
す

園
襟
窒

人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
つ
く
る

▼家事・育児分担の実態(雄鯛柳肺賄識査･軸8年1月訓）

無
回
答

●

わ
か
ら
な
い

●

そ
の
他
の
人

主
と
し
て
夫

主
と
し
て
妻

夫
蝿
同
じ
く
ら
い
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部屋の掃除 83.6

1.6

I 岡’洗濯 に
、
多
様
な
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

体
制
を
整
備
し
ま
す

菖
標
写
‐
！
↑

一
・
一
入
ひ
起
り
が
富
立
し
奄

一
多
様
な
生
き
方
が
で
き
蟇

一
環
境
づ
く
り
を
行
う

Ｆ
・
・
‐
‐
い
’
‐
１
１
‐

女
性
の
働
く
権
利
を
守
り
、
女

性
も
男
性
も
地
域
社
会
へ
参
画
す

る
た
め
に
は
、
環
境
の
整
備
が
必

要
で
す
。

〈
主
な
事
業
〉

◎
育
児
や
介
謹
の
社
会
的
支
援
を

行
う
た
め
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
や
介
護
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
き
せ
て
い
き
ま

す◎
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
育
児
．

89.9

句
男
女
共
同
参
画
社
会

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ

っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会

的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
共
に
責
任

を
担
う
社
会

（
総
理
府
「
男
女
共
同
参
画
２
０
０
０
年
プ
ラ
ン
」
よ
り
）

0.6

’ 卜;狐食事をつくる 91．9
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こ
の
プ
ラ
ン
は
計
画
期
間
を

平
成
皿
年
度
か
ら
、
年
度
ま
で
の

、
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
で
は
、
こ
の
プ
ラ
ン

に
沿
っ
て
取
り
組
み
、
男
女
が
共

同
し
て
参
画
で
き
る
社
会
を
め
ざ

し
ま
す
。

な
お
、
「
我
孫
子
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」
は
、
市
役
所
行
政

情
報
資
料
室
と
図
書
館
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
企
画
課
賓
芭

１
１
１
１
内
線
２
７
０

介
護
休
業
法
等
が
十
分
活
用
さ
れ

る
よ
う
、
広
く
周
知
し
ま
す

◎
男
性
の
育
児
介
護
休
暇
の
取

得
を
促
し
、
家
庭
、
地
域
生
活
へ

の
男
性
の
参
画
を
進
め
ま
す

葛
標
４

－
要
女
共
向
参
画
社
会
づ
く
”
の
一

一
‐
維
峰
睦
慰
壷
嘩
輝
画
電
’
’
’
一

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
に
、
市
民
、
企
業
、
行
政
が

連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉

◎
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
本

部
お
よ
び
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

市
役
所
の
体
制
を
強
化
し
ま
す

◎
市
民
、
企
業
、
関
係
団
体
等
と

連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

り
、
推
進
体
制
を
整
備
し
て
い
き

ま
す計

画
期
間
は
、
年
間

１
１
１
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な
環
境
づ
く
り
賞
」
の
表
彰
を
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

行
っ
て
い
ま
す
。

ご
参
加
を

《
例
三
年
三
奎
浬
一
一
で

５
月
”
日
（
日
）
午
前
、
時
か
ら
、

「
さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
児

条
例
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
２
童
、
約
１
６
０
０
人
が
、
市
内
小

年
目
を
迎
え
ま
す
。
学
校
廻
校
を
中
心
に
周
囲
２
ｍ
の

市
で
は
、
今
年
も
職
員
に
よ
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
（
ク
リ
ー
ン
作

る
道
路
上
な
ど
に
ポ
イ
捨
て
さ
塗
を
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

れ
た
ゴ
ミ
の
清
掃
や
不
法
投
棄
地
域
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
、
ク

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
き
リ
ー
ン
作
戦
に
ご
参
加
く
だ
き
い
。

ま
す
。
当
日
、
自
治
会
等
で
ク
リ
ー
ン

ま
た
、
自
動
販
売
機
設
置
者
作
戦
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
場
合
、

に
対
し
て
、
回
収
容
器
の
設
置
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
や
資
源
は
、
ク

を
指
導
し
た
り
、
自
治
会
等
の
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
回
収
し
ま
す
。

協
力
に
よ
る
ボ
イ
捨
て
防
止
着
実
施
す
る
団
体
は
５
月
釦
日

板
、
犬
の
フ
ン
害
防
止
看
板
の
（
木
）
ま
で
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

設
置
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
ざ
ん
も
自
宅
の
前
▽
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
電
話

や
道
路
な
ど
、
街
の
美
化
へ
ご
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
雲
芭
０

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
０
１
５
へ

市
で
は
、

５
月
を
「
さ

か
環
境
月
間

定
め
、
ク
リ

作
戦
等
の
事

実
施
し
て
い

ま
た
、
環

化
に
つ
い
て

活
動
を
行
つ

資
源
の
再
利

取
り
組
ん
で

個
人
や
団
体

し
て
「
さ
わ

5月は

今
年
は
次
の
団
体
に
決
定
し
ま

し
た
。

ひ
ふ
み

湖
北
台
三
三
会
（
会
員
数
妬
人
）

昭
和
⑲
年
に
設
立
さ
れ
た
老
人

ク
ラ
ブ
。
昭
和
。
年
か
ら
湖
北
駅

南
口
駅
前
の
草
取
り
や
ゴ
ミ
拾
い

な
ど
の
清
掃
を
行
い
、
地
域
の
美

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
な

環
境
づ
く
り
員

0

’

あたたかみのある地域福祉の創造に向けて

79.0 1.6扉
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天
鰄
・
Ｐ
，
彗
毒
言
。
《

▼
日
時
。
場
所
５
月
空
日
》

（
土
）
午
前
９
時
、
天
王
台
駅
南
率

ロ
階
段
下
集
合
、
手
賀
沼
公
園
《

函

で
正
午
解
散
予
定
〈
雨
天
の
場
》

《
今
年
度
第
１
回
目
の
「
ま
ち
合
は
６
月
５
日
（
土
）
に
延
期
〉
函

》
な
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
、
天
▽
参
加
費
鉦
料
恥

歴
天
王
台
駅
南
口
か
ら
手
賀
沼
悪
垣
込
釧
晦
繩
せ
》

恥
王
台
地
区
で
行
い
ま
す
。

恥
親
水
広
場
ま
で
約
３
キ
ロ
を
歩
５
月
”
日
（
月
添
ら
、
電
話
で
錘

》
き
、
船
で
手
預
沼
か
ら
我
孫
子
都
市
計
画
課
景
観
推
進
係
査
卵

麺
の
景
観
を
観
察
し
ま
す
。
（
露
）
１
１
１
１
内
線
５
７
７
へ
《

ふ
ゆ
ｂ
タ
④
ｃ
②
９
６
の
、
“
９
。
§
⑨
９
〃
⑤
。
②
９
④
・
ら
夕
鯵
や
ｇ
９
Ｇ
ｐ
、
ｅ
９
ｂ
ｃ
ａ
９
ｂ
ｅ
③
９
⑲
髄

6、ge/a6､ge/○6､9，/○6､ge/a6､⑤

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間

５
月
陥
日
か

ら
塑
日
ま
で

国
や
特
殊
法
人
へ
の
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委
員
行
政
相
談
課
で
は
、
平
日
の
午
前
▽
所
在
地
千
葉
市
中
央
区
中
央

や
行
政
監
察
事
務
所
が
、
国
の
行
８
時
犯
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
港
１
の
皿
の
３
千
葉
地
方
合
同
庁

政
機
関
や
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
特
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
で
相
談
を
お
受
舎
７
階

殊
法
人
に
対
す
る
皆
ざ
ん
の
意
見
、
け
て
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
▼
電
話
で
の
相
談
行
政
苦
情
１

要
望
を
お
聞
き
し
、
問
題
の
解
決
く
だ
き
い
。
１
０
番
云
０
４
３
（
２
４
４
）

や
要
望
の
実
現
を
図
る
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
れ
以
外
の
時
間
や
土
．
１
１
０
０

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間
は
、
日
曜
日
、
祝
日
は
、
留
守
番
電
話
▽
フ
ァ
ク
ス
で
の
相
談
０
４
３

行
政
相
談
制
度
を
皆
さ
ん
に
知
つ
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
２
４
６
）
９
８
２
９

蕊
睦
議
撰
蕊
。
行
政
相
談
委
員
に

月
擁
鵯
蝋
縣
雛
詮
井
上
道
英
氏
。
重
松
惠
美
子
氏

に
よ
る
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま

ど
う
え
い

す
。
（
萱
用
無
料
、
秘
密
厳
守
）
行
政
相
談
委
員
に
、
井
上
道
英
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
き
せ
ま
す
の

お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
き
い
。
氏
と
鋤
棒
恵
美
子
氏
が
、
総
務
庁
で
、
お
気
軽
Ｅ
」
相
談
く
だ
き
い
◎

▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階
市
長
官
か
ら
４
月
１
日
付
け
で
委
嘱
《
行
政
相
談
委
員
》

民
相
談
室
き
れ
ま
し
た
。
（
両
氏
と
も
再
任
）
＊
井
上
道
英

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
容
行
政
相
談
委
員
は
市
役
所
で
の
▼
住
所
柴
崎
１
７
０

席
）
１
１
１
１
内
線
３
１
１

行
政
相
談
の
ほ
か
、
自
宅
で
も
砥
▽
連
絡
先
宴
聖
４
７
３
５

相
談
は
電
話
。
フ
ァ
ク
ス
話
等
に
よ
る
相
談
を
お
受
け
し
て
＊
重
松
恵
美
子

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
い
ま
す
。
了
住
所
天
王
台
４
の
”
の
焔

総
務
庁
千
葉
行
政
監
察
事
務
所
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
声
が
行
▼
連
絡
先
冥
恕
１
２
１
６

参加者募集

天王 台 地区

まちなみ
ウォッチング〆

成
田
街
道
、
小
林
一
茶
ゆ
か
り
唖

の
最
勝
院
、
高
野
山
香
取
神
社
龍

の
巨
木
と
古
墳
な
ど
、
普
段
見
》

過
ご
し
が
ち
な
魅
力
あ
る
ス
ポ
函

ツ
ト
を
探
し
な
が
ら
、
身
近
な
恥

景
観
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
》

す
。
函

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
亜

▼帰の博物館案内図
鳥
の
博
物
館
は
、
平
成
２
年
５

月
わ
百
「
人
と
鳥
の
共
存
を
め
ざ

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
世
界
的
に

も
珍
し
い
鳥
類
専
門
の
博
物
館
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

５
月
”
百
（
土
）
は
、
開
館
を
記

念
し
て
無
料
開
放
し
ま
す
。
ま
た

６
月
喧
日
（
火
）
は
県
民
の
日
、
７

月
１
日
（
木
）
は
市
制
施
行
の
日
の

た
め
、
併
せ
て
無
料
開
放
し
ま
す
。

同
館
で
は
現
在
、
企
画
展
「
手

賀
沼
の
鳥
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

沼
周
辺
に
見
ら
れ
る
鳥
を
、
は
く

製
や
生
態
写
真
で
紹
介
す
る
ほ
か
、

地
形
ジ
オ
ラ
マ
模
型
や
、
同
じ
場

所
で
１
年
を
通
じ
て
撮
影
し
た
写

真
を
使
っ
て
、
沼
周
辺
の
環
境
の

特
徴
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
開
館
時
間
午
前
９
時
如
分
か

ら
午
後
４
時
如
分

▽
休
館
日
月
曜
日
、
祝
日
の
翌

日
、
年
末
年
始
、
館
内
整
理
日

※
休
館
日
は
、
広
報
最
終
面
に
掲

載
の
、
各
月
の
休
館
日
を
参
照

▼
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館
壷

（
顕
）
２
２
１
２

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
性
の

力
を
も
つ
と
社
会
に
生
か
す
た
め
、

行
政
の
仕
組
み
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む

女
性
の
皆
さ
ん
、
女
性
問
題
の
視

点
で
政
策
決
定
の
場
に
参
画
で
き

る
能
力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

付
け
て
い
ま
す
。

ｒ
』
皆
き
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
昭
和
帥
年
か
ら
馳
年
に
生
ま
れ
た
方
は

一
脈
グ
幸
律
巴
ま
す
。

Ｆ
』
基
金
方
法
郵
便
振
替
で
通
信
ポ
リ
オ
の
追
加
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

棚
に
「
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
救
堂

ニ
フ
〈
霊
と
明
記
し
、
口
座
番
号
：
０
０
」
昭
和
聖
か
ら
黍
に
生
ま
れ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お

ワ
ハ
１
０
１
２
１
５
６
０
６
、
名
義
人
た
方
は
、
ポ
リ
オ
の
免
疫
を
保
有
勧
め
し
ま
す
。

一
『
『
睡
産
層
：
白
本
赤
十
字
社
へ
し
て
い
る
割
合
が
、
他
の
年
齢
層
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接
、

▽
注
意
①
送
金
手
数
料
は
無
料
に
比
べ
て
低
い
こ
と
が
、
厚
生
省
実
施
医
療
機
関
に
申
し
込
ん
で
く

一

で
す
②
救
援
金
を
、
直
接
お
持
の
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
さ
い
。

ユ
塑
叙
ち
い
た
だ
く
場
合
は
、
窪
栗
こ
の
期
悶
星
ま
れ
秀
は
、
な
お
、
こ
の
譽
の
予
防
簔

両
Ｈ
巴
庁
１
階
生
活
支
援
課
へ
③
救
援
①
ポ
リ
オ
が
流
行
し
て
い
る
国
に
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

Ｉ

物
資
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
行
く
と
き
、
②
お
子
さ
ん
が
ポ
リ
▼
近
隣
で
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種
実

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
旧
ユ
ー
マ
問
い
合
わ
せ
生
活
支
援
課
金
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
時
期
施
医
療
機
関
柏
亜
ユ
柏
病
院

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
ヘ
の
救
援
金
を
受
け
（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
７
７

な
ど
に
、
再
度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
▽
連
絡
先
宴
型
２
０
０
０

▽
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

県
女
性
セ
ン
タ
ー
講
座
受
講
者
募
集

壷
（
”
）
１
１
３
１

人
材
養
成
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
「
政
策
決
定
参
画
へ
の
ス
テ
ッ
プ
」

▽
日
程
・
内
容
６
月
８
旦
火
）

午
前
。
：
女
性
の
参
画
が
な
ぜ
必
要

か
、
同
日
午
後
・
・
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間

非
営
利
組
織
）
の
意
義
と
役
割
、

娼
日
（
金
）
午
前
．
：
国
に
お
け
る
情

報
公
開
、
同
日
午
後
…
女
性
問
題

の
解
決
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
、

知
日
（
水
）
午
前
．
：
地
方
自
治
ｌ
制

度
と
特
色
、
同
日
午
後
…
地
方
分

権
１
国
と
地
方
の
新
し
い
関
係

（
午
前
・
血
時
か
ら
午
後
０
時
如

分
、
午
後
．
：
１
時
如
分
か
ら
３
時
）

※
各
日
ご
と
の
受
講
も
で
き
ま
す

〆 、

１
１

特
定
の
疾
病
（
原
因
が
不
明

で
治
療
方
法
が
確
立
き
れ
て
い

な
い
慢
性
の
疾
病
）
で
療
養
ざ

特定疾病療養者見舞金の
支給対象疾病に

ﾌｧプﾘー病が追加#れ乳た
対象となる方は申請を

れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
保
護
者

に
見
舞
金
が
支
給
き
れ
ま
す
。

対
象
の
疾
病
に
、
新
た
に

「
フ
ア
ブ
リ
ー
（
Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｙ
）

病
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
の
で

対
象
と
な
る
方
は
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
臺
な
も
の
県
知

事
発
行
の
受
給
考
証
の
写
し
、

ま
た
は
医
師
の
証
明
書

▽
見
舞
金
の
額
喧
日
以
上
の

入
院
・
・
月
額
５
０
０
０
円
、
そ

の
他
…
月
額
３
０
０
０
円

▼
申
請
先
。
問
い
合
わ
せ
生

活
支
援
課
福
祉
サ
ー
ビ
ス
係
云

（
露
）
１
１
１
１
内
線
３
８
９

▽
場
所
県
女
性
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
・
定
員
県
内
在
住
・
在

勤
の
女
性
、
釦
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
饗
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
人
材
菱
成

セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
、
住
所
、
氏
名
、
砺

話
番
号
を
明
記
し
、
５
月
調
日

（
且
ま
で
に
〒
２
７
７
１
０
８
８

２
柏
市
柏
の
葉
４
の
３
の
１
ざ
わ

や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
内
県
女
性

セ
ン
タ
ー
壷
（
犯
）
８
６
０
２
へ

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し

て
い
る
方
は
、
危
険
物
取
扱
者
保

安
識
習
の
受
講
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
新
た
に
取
扱
作
業
に

従
事
し
た
方
は
、
従
事
し
た
日
か

ら
１
年
以
内
に
、
以
前
か
ら
従
事

し
て
い
る
方
は
、
３
年
に
１
回
、

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
７
月
８
日
（
木
）
午
前
・
・
・

給
油
取
扱
所
取
扱
者
、
午
後
…
そ

の
他

▽
場
所
野
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
申

請
醤
（
市
消
防
署
・
各
分
署
に
用

意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
４

７
０
０
円
分
の
県
証
紙
を
貼
付
の

う
え
、
５
月
幻
日
（
月
）
か
ら
６
月
４

日
釜
）
ま
で
に
、
直
接
、
消
防
本
部

予
防
課
賓
翌
７
７
０
２
へ

猛 者険物取扱

ド
第
４

鍔
弟
四

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
よ

浮
身
介
錦
鶴
迩
謹

↓
役
紹
窯
慧
誓
“

珊
訓
瀬

蝿
繩
。

ｑ
平
成
洞
年
度
消
防
団
役
員
・
分
団
長

課
消
防
係
貧
郡
）
７
７
０
０

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
総
務

第
11

碑
弟
加

第
９

第
８

第
７

第
６

第
５

第
３

蜂
弟
旧

第
打

俸
弟
妬

第
旧

第
必

第
圃

第
12

第
２

第
１
分
団
長

第
６

第
５

第
加

第
4

第
３

第
２

第
１
方
面
隊
長

副
団
長

団

職
名
一
氏
名
一
住
所
一
電
話

〃 〃

〃 〃 〃 〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃〃 〃 〃

長

罰~蚕 森 荒
井
鑑
ぱ

渡
辺
敬
一

倉
持
正
宗

臆
ら
け
た
鮒
必

洞
毛
壮
夫

根
本

山

石

井

と
も
息

染
谷
智
毅

秋
本
正
則

中
野
博
夫

粍
跡
減
識

岡
田
信
之

た
鮒
と

渡
辺
岳
人

渡
辺
一
彦

鈴
木

の
り
○
お

大
沢
法
男

吉
田
喜
一
郎

森 大

井

海
老
原
利
明

野
口
善
一

川
村
遁
繊

な
が
蜘

小
池
長
男

飯
尾
利
雄

芯
識
久
雄

野
口
秀
郎

飯
田
和
行

玉
田
進
一

呂
田
利
行

井|封

茂

暉|英 堂
さ
よ
し

政
義侭|毅I夫

一
新
々
田
妬
の
５
｜

制
詞
伽
燭
３
３
９
８
の
４
－

誠 隆

布
施
２
３
７
３

中
峠
台
加
の
妬

下
ヶ
戸
４
０
７

岡
発
戸
６
０
４

高
野
山
新
田
２
１
１

根
戸
１
２
３
８
の
認

久
寺
家
３
６
９

柴
崎
９
６
５

寿
２
の
２
の
脚

我
孫
子
１
２
１
の
画

布
佐
２
７
４
１

中
砕
峠
１
５
０
８
の
１

久
寺
家
３
７
７

古
戸
６
２
２

中
峠
３
０
０
９
の
９

中
里
７
５
８

柴
崎
１
０
６

布
佐
２
０
１
４

新
々
田
踊
の
５

日
の
出
１
５
２
１
の
叩

日
秀
２
５
１

下
ヶ
戸
２
７
０

栄
四
の
３

白
山
１
の
胸
の
肥

布
佐
２
０
９
５

布
佐
９
４
７

新
木
野
２
の
１
の
印

緑
１
の
４
の
９

新
木
１
７
７
９
の
３

日
秀
１
０
０
の
麺

（
閉
）
０
８
６
２

（
麺
）
１
８
９
６

（
”
）
２
６
９
３

（
鯉
）
４
６
４
６

（
狸
）
０
８
１
０

（
露
）
２
０
７
８

（
”
）
２
１
４
３

（
配
）
１
２
７
３

（
狸
）
７
２
２
９

（
唾
）
４
８
８
７

（
”
）
２
８
３
９

（
顕
）
３
５
２
１

（
錘
）
０
２
０
８

（
郡
）
２
５
１
５

（
的
）
２
２
１
６

１
（
師
）
６
０
０
４

（
配
）
０
７
５
７

（
顕
）
１
９
８
５

（
砲
）
２
０
１
５

（
錘
）
５
０
４
５

（
狸
）
０
７
６
７

（
理
）
２
２
６
７

（
記
）
４
０
２
６

（
郡
）
６
１
６
５

（
魂
）
０
６
２
４|；

へ

88
ー

0
4
6
6

（
配
）
０
１
３
６

（
記
）
８
２
４
４

（
配
）
０
７
２
０L

８
５１

保安講習会
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少
年
セ
ン
タ
ー
の
電
話
相
談
は

主
に
小
学
・
中
学
・
高
校
生
本
人

や
保
護
者
の
方
か
ら
、
学
校
や
家

庭
で
の
生
活
、
交
友
関
係
、
不
登

校
、
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

、
青
少
年
の
悩
み
ご
と
は
今
す
ぐ
ご
相
談
を

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
ざ
ま
ざ

ま
な
音
楽
を
気
軽
な
雰
囲
気
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
プ
ラ
ザ

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
出
演
者
を
、

募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

若手音楽家の皆さん演奏してみませんか

8週麺麺画麺麺

言、
電話をかければ一人じゃない

プラザコンサート
出演者を募集

少
年
セ
ン
タ
ー
電
三
話
相

年

、

ま
た
、
社
会
人
や
近
所
の
方
か

ら
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

誰
に
も
言
え
な
い
自
分
の
悩
み

や
心
配
ご
と
な
ど
、
相
談
者
の
立

場
に
た
っ
て
話
を
お
聞
き
し
、
適

切
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
相
談

は
匿
名
で
も
結
概
で
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
必
要
な
と
き
は
相

談
者
の
意
向
を
受
け
て
専
門
の
相

雲
壼
泓
一

も
土
曜
日
午
後
５
時
如
分
開
演

※
各
月
の
出
演
者
は
３
組
程
度

▽
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
ロ
ビ
ー

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
、
ま
た
は
市
内
で
活

動
し
て
い
る
若
手
音
楽
家
・
音

楽
を
勉
強
中
の
学
生
（
い
ず
れ

も
嘔
歳
以
上
）

▼
音
楽
の
種
類
洋
楽
・
邦
楽
．

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん

（
た
だ
し
、
ア
ン
プ
の
使
用
は

不
可
）

▽
出
演
料
交
通
饗
お
よ
び
準

備
饗
と
し
て
、
個
人
・
グ
ル
ー

プ
に
一
律
５
０
０
０
円
を
支
給

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

申
請
響
〈
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意
）

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
５
月

五
日
（
月
）
ま
で
に
市
民
プ
ラ
ザ

臺
）
２
１
１
１
へ
直
接
持
悸 す

談
機
関
を
紹
介
し
た
り
、
関
係
機

関
と
の
連
挑
を
と
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。昨

年
、
一
昨
年
度
と
も
４
５
０

件
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
砺
話

な
ら
顔
も
見
ら
れ
ず
に
気
軽
に
相

談
で
き
ま
す
し
、
私
た
ち
相
談
員

も
親
身
な
相
談
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
直
接
お
出
で
い
た
だ
き
、

面
接
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

▼
相
談
日
時
月
曜
か
ら
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
如
分

（
祝
日
を
除
く
）

▼
場
所
教
育
委
員
会
少
年
セ
ン

タ
ー
（
水
道
局
４
瞳

▽
相
談
方
法
直
接
お
竃
話
く
だ

き
い
（
な
お
、
面
接
に
よ
る
相
談

は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

▽
相
談
費
用
無
料

▽
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
少
年

セ
ン
タ
ー
壷
（
科
）
１
９
０
０

市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
で
は
、
子
ど
も
会
会
員
の
交
流

と
、
子
ど
も
会
活
動
を
手
助
け
す

る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
の

た
め
の
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
。
内
容
下
表
参
照

▽
時
間
い
ず
れ
も
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時

▼
対
象
子
ど
も
会
会
員
、
子
ど

も
会
に
興
味
が
あ
る
市
内
小
学
校

５
．
６
年
生

▽
定
員
先
着
釦
人

▽
参
加
餐
３
０
０
０
円
（
キ
ャ

ン
プ
費
用
を
含
む
）

マ
持
参
錘
記
用
具
、
上
履
き
、

弁
当
、
水
筒

め
ざ
せ
参
遊
び
の
リ
ー
ダ
ー
ジ

子
ど
も
会
５
ゞ
Ｇ
年
生

研
修
会
参
加
者
募
集

蝋
二
室
ロ 本圓

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
加
日
（
木
）
ま
で
に
同
会

事
務
局
梅
谷
壷
（
理
２
６
３
６
へ

▼
日
時
５
月
零
日
（
日
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時
（
雨
天
実
施
）

▽
場
所
電
力
中
央
研
究
所
我
孫

子
研
究
所
（
入
場
無
料
）

▼
内
容
＊
体
験
！
兵
庫
県
南
部

地
震
＊
セ
メ
ン
ト
で
い
ろ
い
ろ

▼子ども会5．6年生研修会日程。内容 砺
究
耐

公
闇

盲導犬普及キャンペーンにご協力を

映画/刀光の夏ソ
＆チャリテ

上映会
イノfザー～

身
近
〃
な
科
学
フ
エ

ス
テ
ィ
バ
ル
～

探
険
／
・

体
験
ノ

電
中
研
ノ世

界
の
と
び
ら

◎

開
い
て
み
よ
う

すまり物婦
▼
日
程
６
月
哩
日
（
土
）
か
ら
喝
の
場
合
は
抽
選
）
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
０
１

る
日
（
旦
ま
で
（
１
泊
２
且
▼
参
加
費
１
人
３
５
０
０
円
５
３
流
山
市
中
１
１
０
流
山
青
年

唾
▽
場
所
星
坐
流
山
青
年
の
家
▼
持
参
宿
泊
用
品
な
ど
の
家
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
ュ
ー
ス
・

麺
▽
内
容
外
国
青
年
と
と
も
に
、
や
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ
セ
ミ
ナ
ー
係
雲
聖
２
０
０
４
、

ま卵
創
作
活
動
や
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
フ
ァ
ク
ス
完
）
２
２
０
３
へ

場
ど
を
行
い
親
睦
藻
め
ま
す
氏
名
、
年
齢
職
業
電
話
番
号
、
※
送
迎
バ
ス
の
乗
車
は
、
①
Ｊ
Ｒ

罐
▼
対
象
。
定
員
高
校
生
以
上
の
送
迎
バ
ス
希
望
の
有
無
と
乗
車
場
武
蔵
野
線
南
流
山
駅
②
東
武
野

※
青
年
男
女
、
犯
人
（
応
募
者
多
数
所
を
明
記
し
、
６
月
７
日
（
月
．
田
線
豊
四
季
駅
か
ら
で
す
。

な
も
の
を
作
っ
て
み
よ
う
＊
波

の
実
験
大
公
開
＊
我
孫
子
ミ
ニ

ミ
ニ
水
族
館
＊
手
賀
沼
研
究
コ

ー
ナ
ー
＊
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
紹

介
＊
と
ん
で
け
！
ボ
ク
の
紙
ひ

こ
う
き
＊
模
擬
店
ほ
か

中
央
学
院
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
は
、
盲
導
犬
１
頭
を
育
成

す
る
た
め
に
必
要
な
鐙
用
３
０
０

万
円
を
目
標
に
、
募
金
や
使
用
済

み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
切
手
の
回

収
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
に
盲
導
犬
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
映
画
上
映
会
＆
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
６
月
哩
旦
土
）
①
正
午

か
ら
②
午
後
１
時
か
ら
３
時
犯

分▼
場
所
中
央
学
院
大
学

▼
内
容
①
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

〆 、
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

自転車の無料防犯登録

日時：5月19日(水)午後4時

場所：湖北台団地中央ピロティ

自
転
車
の
防
犯
登
録
は
、
蕃
察

に
所
有
者
の
住
所
や
氏
名
を
登
録

し
、
自
転
車
に
一
連
番
号
つ
き
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
、
管
理
す
る

制
度
で
す
。
万
一
、
溢
雌
に
あ
っ

た
場
合
で
も
、
自
転
車
が
発
見
き

れ
れ
ば
す
ぐ
に
所
有
者
が
判
明
し
、

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
犯
登
録
を
し
て
い
な
い
、
ま

た
は
防
犯
登
録
し
て
か
ら
７
年
を

※
我
孫
子
駅
南
口
か
ら
送
迎
バ
ス

（
午
前
、
時
か
ら
逼
分
間
隔
）
を
運

行
し
ま
す
の
で
、
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
電
力
中
央
研
究

所
事
務
部
冥
堅
１
１
８
１

②
識
演
会
・
映
画
上
映
講
師
：

こ
』
つ
わ
ふ
漢

神
山
征
二
郎
（
映
画
監
督
）
映

画
．
：
「
月
光
の
墓

》
入
場
料
①
無
料
②
５
０
０

円
（
小
学
生
以
下
は
無
料
）
〈
当

日
徴
収
〉

※
収
益
金
は
、
す
べ
て
盲
導
犬
育

成
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す

亨
定
員
先
着
４
０
０
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
人
数

（
就
学
前
児
童
も
含
む
）
、
返
信

面
に
宛
先
を
明
記
し
、
久
寺
家
４

５
１
中
央
学
院
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ

セ
ン
タ
ー
垂
（
記
）
６
５
２
９
へ

《

経
過
し
た
自
転
車
を
お
持
ち
の

方
は
、
こ
の
機
会
に
登
録
し
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時
５
月
四
日
（
水
）
午
後

４
時
か
ら
（
雨
天
中
止
）

▼
場
所
湖
北
台
団
地
中
央

ピ
ロ
テ
イ

マ
登
録
台
数
先
着
１
０
０
台

▽
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
防

諾
謹
蟇
９
８
１
９
０
、

、
１
１
》
ノ
ノ
、
９
更
ゞ
Ｊ
ノ
ー
ｊ
ノ

巡
拝
を
実

Ⅱ
白
樺
同
人
が
描
く
美
の
心
Ⅱ

施
し
ま
す

白
樺
派
の
同
人
た
ち
は
、
美
術
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。

に
謹
瀞
深
く
、
文
簔
「
白
高
は
、
薯
雀
毒
髻
屋
省
富
、
葉
も
裟
者

樺
」
の
誌
而
で
西
洋
美
術
を
祇
極
斑
直
哉
の
珍
し
い
汕
絵
、
柳
宗
悦
過
族
を
対
象
に
慰
霊
巡
拝
（
墓
参
）

的
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
展
覧
の
香
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
の
を
行
い
ま
す
。

会
等
を
主
催
し
た
り
、
本
人
た
ち
手
斑
沼
を
揃
い
た
エ
ッ
チ
ン
グ
▼
実
施
予
定
地
域
・
期
日
＊
ハ

も
絵
画
を
好
ん
で
描
き
ま
し
た
。
（
写
真
）
な
ど
ゆ
か
り
の
作
品
も
展
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、
ハ
カ
シ
ア
共

大
正
期
に
は
、
水
と
緑
に
恵
ま
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
国
：
・
７
月
中
旬
＊
イ
ル
ク
ー

れ
た
手
賀
沼
の
景
観
に
魅
せ
ら
れ
、
▽
日
時
５
月
王
日
（
水
）
か
ら
６
ツ
ク
州
、
プ
リ
モ
ル
ス
ク
地
方
、

武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
、
柳
月
幻
日
（
且
、
午
前
ｎ
時
か
ら
午
チ
タ
州
…
７
月
下
旬
＊
樺
太
、

む
れ
よ
し

宗
悦
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
が
、
後
６
時
如
分
〈
６
月
１
日
は
休
館
〉
中
国
…
８
月
下
旬
＊
カ
ザ
フ
ス

我
孫
子
に
移
り
住
ん
で
き
ま
し
た
。
▼
場
所
千
葉
そ
ご
う
美
術
館
タ
ン
共
和
国
・
・
・
９
月
上
旬
＊
硫

彼
ら
を
訪
ね
て
、
他
の
同
人
た
（
干
葉
そ
ご
っ
、
瞳
輩
島
：
由
月
下
旬
＊
ビ
ス
マ
ー

ち
も
た
び
た
び
我
孫
子
を
訪
ね
る
▽
入
場
料
一
般
９
０
０
円
、
大
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
・
・
血
月
上
旬

な
ど
、
当
時
の
我
孫
子
は
、
ま
さ
学
・
高
校
生
７
０
０
円
、
中
学
．
＊
マ
リ
ア
ナ
海
域
洋
上
慰
盤
…
平

に
「
白
樺
」
村
と
も
い
え
る
様
相
小
学
生
５
０
０
円
成
哩
年
１
月
上
旬
＊
イ
ン
ド
：

鍵
，
‐
１
１
１
密

議
経
過
し
た
自
転
車
を
お
持
ち
の
第
叫
回
千
葉
県
カ
ブ
ラ
リ
ー

方
は
、
こ
の
機
嶬
に
登
稲
礒
手
賀
沼
の
環
境
問
題
に
挑
戦

し
よ
う
。 白

樺
派
と
美
術
展

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
連
盟

の
「
第
畔
回
県
カ
ブ
ラ
リ
ー
」
が

５
月
９
日
、
手
愛
沼
公
園
を
中
央

会
場
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
「
水
と
緑
と
わ
た

し
た
ち
ｌ
考
え
よ
う
自
分
た
ち
の

あ
び

↓
↑

あ
れ

環
境
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
の
カ

ブ
ス
カ
ウ
ト
（
小
学
校
２
年
か
ら

５
年
生
）
や
リ
ー
ダ
ー
な
ど
総
勢

３
０
３
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

来
寅
と
し
て
出
席
し
た
福
鵬
市

長
は
、
「
手
賀
沼
は
、
周
辺
に
住

む
私
た
ち
に
と
っ
て
宝
物
で
す
。

歩
き
な
が
ら
沼
の
自
然
を
身
近
に

感
じ
て
く
だ
き
と
と
あ
い
き
つ
・

全
体
集
会
終
了
後
、
カ
ブ
ス
カ

ウ
ト
た
ち
は
、
鳥
の
博
物
館
や
親

水
広
場
等
に
向
か
う
５
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
船
上
か
ら
沼
の
透

明
度
を
調
べ
た
り
、
遊
歩
道
を
歩

き
、
手
作
り
の
望
遠
鏡
で
野
鳥
の

観
察
（
写
真
）
を
す
る
な
ど
、
環

境
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

戦
跡
慰
霊

一
一

れ

’

日程

5月30日(日）

6月20日(日）

7月10日(土）
から11日(日）

11月13日(土）

お楽しみ（日時は未定）

増所

房総風土記の丘

湖北地区公民館

手賀の丘少年自然の家

市内史跡・施設見学

研修内容

I,レジャーハンター

プログラムを作ろう

みんなの力で楽しい
キャンプを

市内見学＆評価と反省

リーダーとの交流会



｢棚二 (4)鐵 び
ニ ー

ー 1999.5.16
Ｌ
ｌ
ｌ

忘れずに納めましょう曝吾レク祭東葛地区中央祭
ウオークi･nえどがわ ’

第16回あやめまつり
青空市出店者

、- －

ほきかゆうか

保坂侑花ちゃん
（天王台・1歳1カ月）

＝

１
１
１

，日時5月22日(±)午前9時か

ら10時まで各集合場所で受付、午

後2時30分解散予定（小雨実施）

しコース東武野田線①江戸川台

駅前②運河駅前③梅郷駅前に集合

し、野田市総合公園まで（各行程

は①13hn，②11km、③9hn)

し参加資格個人、団体問わずど

なたでも（小学生以下は保護者同

伴のこと）

惨参加費無料

し持参弁当、水筒、帽子、雨具

修問い合わせ教育委員会体育課

壷(85)1151

し曰時6月13日(日)午前10時か

ら午後4時（雨天の場合は6月20

日に延期）

し場所手賀沼公園多目的広場

し募集数60区画（先着順）

し出店料1区画（間口約3メー

トル)3000円、電気コンセント1

個につき1000円

し申し込み・問い合わせ申込書

(市商工会に用意）に必要事項を

明記し、出店料を添えて5月17日

(月)から24日(月)までに寿1の13

の27市商工会公(82)3131へ持参

ｂ
■
■
■
■
■
‘
１

こ
や
か
ち
や
ん

’1
－一

一

■

道瀧

今月の休館日ﾛ

げ

P

|d
一
吋

＝－－

たかぎともや

高木智也<ん
(（つくし野1歳2カ月） ■ゞ

__il『 一一ご‐-ー一言一

賎 醗圃凹 ’AIRM-ベキューパーティ

バーベキューを楽しみながら、

外国人の皆さんと交流しませんか。

修曰時。場所5月23日(日)正午

から午後4時、五本松公園隣り

ふれあいキャンプ場（小雨実施）

し参加費500円（当日徴収）

し申し込み・問い合わせ電話ま

たはファクスで5月19日(水)まで

に我孫子市国際交流協会(AIR

A)事務局壷(83)1231、ファクス

(83)2005/､

公民館生活教養講座
｢池域の歴史」を知る ’ 「市戻~コンサート」

オ ペ ラ 合唱参加者 ’第12回全国健康福祉祭
れんりんビック'99福丼参加者’第9回墨雅会展候日時。場所①6月1日(火)午

前10時から正午、湖北台近隣セ

ンター②6月8日(火)午前9時から

正午、湖北地区の散策(小雨実施）

し対象。定員市内在住・在勤の

方、30人（応募者多数の場合は抽

選）

し参加費無料

し申し込み。問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号を明記し

5月22日(土・消印有効)までに我

孫子新田34中央公民館「地域の歴

史」係容(82)0515'､

あなたもヴェルディとワーグナ

ーのオペラを歌ってみませんか。

惨演奏日12月19日（日）

し練習場所市民会館ほか

似練習回数20回（ほかにオーケ

ストラとの合同練習3回）

し対象市内在住・在勤の方

し参加費3000円（楽譜代含む）

惨申し込み6月13日(日)午前9

時30分から、発会式会場（市民会

館)で

似問い合わせ津田盆(84)7965

し日程・場所10月9日(土)から

12日(火)、福井市ほか

惨参加資格県内在住の60歳以上

(昭和15年4月1日以前生まれ）

の方（参加者は市で推薦した後、

千葉県ふれあい財団で決定）

し種目卓球、テニス、ゴルフ、

ソフトテニスぼか

し申し込み・問い合わせ申込害・

健康調査表（介護支援課に用意）

に必要事項を明記し、5月31日

(月)までに介謹支援課云(85)1111

内線310へ持参

修日時5月22日(土)から5月26

日(水)午前10時から午後6時(26

日は午後3時まで）

し場所市民プラザ（入場無料）

し問い合わせ小泉丑(84)9983

家庭教育セミナー
｢子供のやる気を育てるには」

’

似曰時・場所5月17日(月)午前

10時から正午、柏市教育福祉会館
こしおのりこ

修講師小塩記子（明るい社会づ

くり家庭教育講師）

し定員80人（当日先着順）

し参加費無料（託児あり）

し問い合わせ明るい社会づくり

柏地区推進協議会壷(34)7271

瞳厘固圖

’ ’おひさま保育室園庭開放

し日時5月20日(木)午前10時か

ら11時（受付は当日、雨天中止）

伊場所湖北台幼児教室おひさま

保育室（参加費無料）

伝対象就学前の幼児と保護者

惨持参着がえ、タオル、ビニー

ル袋

し問い合わせ同保育室壷(88)01

85（午前9時から正午）

’我孫子山の会会員
お父さんのための食卓学講座
｢家族団らんの大切さ」

｜
’

｜
I 惨例会日時毎月第1土曜日午後

6時30分から8時30分

し場所市民プラザ

レ対象・定員山歩きを始めたい

山仲間を求めている、50歳までの

市内在住・在勤の方、若干名

少会費年額6000円（保険料別）

惨申し込み．問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、職業、電話

番号を明記し、6月1日(火・必

着)までにつくし野1の16の16原

田安裕壷(69)6669へ

江戸ばやし会員
P

，日時①6月12日(土)、②6月

26日(土)、③7月10B(i)、いず

れも午前10時から正午（全3回）

し内容①講演、②調理実習、③

体験学習（③は親子で参加）

し場所中央公民館ほか

伝対象。定員小学生のいる父親

20人（応募者多数の場合は抽選）

惨参加費3000円（材料費含む）

し申し込み。問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号、お子さ

んの名前と学年を明記し、5月25

日（尖消印有効)までに我孫子

新田34中央公民館「お父さんのた

めの食卓学講座」係容(82)0515へ

し練習日・場所毎週火金曜日

午後8時から10時、布佐竹内神社

，会費月額3000円

し申し込み・問い合わせ電話で

真仲容(89)4122ベ

醗賜圃畷

市民i賦テニス教室受講生

修日時6月6日(日)から毎週日

曜日、午前9時から11時(全5回）

し場所市民体育館（雨天延期）

し対象高校生以上の初心者の方

，定員60人(応募者多数の場合

は抽選）

惨参加費1000円

し申し込み5月30B(日)午前9

時から9時30分まで市民体育館テ

ニスコート（雨天時は館内)で

し問い合わせ教育委員会体育課

容(85)1151

｜’NEC我孫子事業場見学会

恢日時5月26日(水)、28日（金）

いずれも午後2時から4時30.分

し 対 象 市 内 在 住 の 方

伝定員各日40人（先着順）

し参加費無料

し申し込み。問い合わせ5月17

日(月)から20日(木)までに電話で
わたなぺ

NEC総務課渡部盆(85)7021'､

(午前9時から午後5時まで）

’定例教育委員会

し日時・場所5月25日(火)午後

1時30分、水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会総務課’子育てを楽しむ会参加者

し日時5月19日、6月16日、9

月8日、10月13日、2月9日のい

ずれも水曜日、午後2時から4時

し場所めばえ幼稚園(託児あり）

し内容講演と保育実践報告

し参加費1回500円（資料代等）

し申し込み・問い合わせ電話ま

たはファクスでめばえ幼稚園壷

(84)1313、ファクス(84)9696へ

|， ’無料法律相 談

｜’
思 春期講座
｢思春期の悩みはどこから」 ’

，日時・場所5月24日(月)午前

10時から11時30分､午後1時から

2時30分

し場所千葉地方・家庭裁判所松

戸支部(松戸駅東口下車徒歩7分）

し相談内容民事上の紛争、家庭

内の争いや悩みごと、その他各種

の法律相談

し申し込み当日会場で（希望者

多数の時は応じきれない場合があ

ります）

し問い合わせ千葉地方・家庭裁

判所松戸支部念047(368)5141

’
ザ。ま、つり

新木フリーマーケット'99’し日時6月10B(木)午前10時か

ら11時30分

惨場所中央公民館(参加費無料）

，講師北島晴夫（東京都立母子

保健院医師）

し対象。定員10代のお子さんの

保護者、40人(応募者多数の場合

は抽選）

し申し込み。問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号、お子さ

んの年齢を明記し、5月22日（±・

消印有効）までに我孫子新田34中

央公民館｢思春期講座｣係電(82)05

15へ

鳫嘉表議会篝表雲｜
惨日時。場所5月23日(日)午前

11時開演、市民会館(入場無料）

※粗品のプレゼントがあります。

，問い合わせ竹内金(88)8929

’少年タツチヤング会員
し日時5月23日(日)午前10時30

分から午後1時30分（雨天実施）

し内容フリーマーケット、模擬

店（地元野菜や飲食物）など

し場所・問い合わせ新木近隣セ

ンター壷(88)2010

おまわりさんといっしょに柔道

と剣道を楽しんでみませんか。

◎柴崎柔道クラブ

レ練習日小学生･…毎週火・木・

土曜日午後6時30分から8時中

学生以上…･毎週央・土曜日午後8

時から9時

◎柴崎少年剣友会

し練習日小掌生以上･･･毎凋士曜

日①午後3時30分から4時30分②

午後4時30分から6時

し練習場所いずれも我孫子警察

署道場

し申し込み・問い合わせ電話で

我孫子警察署生活安全課云(82)01

10へ

’氣と健康友の会会員
修曰時5月18日(火)午後2時か

ら4時30分(以降月3回穏童開催）

惨場所市民プラザ

，参加費1回1000円

似持参トレーナー、タオル

修申し込み．問い合わせ電話で

中寺盃(82)3089'X

’
第4回我孫子市オープン
ラージボール卓球大会

１
１

し曰時・場所6月27日(日)午前9

時から受付、市民体育館

し種目団体戦…3ダブルス（1

チーム男1女2）で合計年齢が①

175歳以上の部、②174歳以下の部）

個人戦…40歳から70歳までの年代

別男女シングルス

し参加資格40歳以上の方

，参加費団体戦1チーム2000円

個人戦1種目700円

し申し込み。問い合わせハガキ

に大会名、種目、チーム名、代表

者の住所氏名・電話番号、参加

者全員の氏名を明記し、5月31日
いしどう

(月．必着）までに新木1852石堂

良弘壷(88)8650'､

’
事業主のみなさんへ
新規学校卒業者求人説明会

し日時6月3日(木)午後2時か

ら3時30分（当日受付）

し場所東葛テクノプラザ(柏市）

し内容改正男女雇用機会均等法

学卒求人の取り扱い、各種支援措

置（助成金）など

，対象平成12年3月卒業予定者

を採用予定の事業主の方

し問い合わせ松戸公共職業安定

所求人企画部門壷047(348)6100

。 新舞踊
友の会発表 会 ’中国語会話ｻー ｸﾙ会員

，曰時・場所毎週第1．3日曜

日午前10時から正午、高野山小学

校地域交流教室

修内容中国人講師による中国語

会話

し対象初歩的な会話ができる方

(教材は、北京放送「中国語で話

そう生活篇」を使用）

し会費月額2500円

惨申し込み。問い合わせ電話で

赤坂壷(82)8730ヘ

◎公共施設利用の継続的な活動は、

優先的に場所が確保されているも

のではありません。

’正しい筆順と
かん字をおぼえよう

し日時・場所毎月第24日曜

日①午前10時30分から正午②午後

1時30分から3時､柴崎自治会館

’対象小学生

し会費2000円(2回コース）

し持参書道用具、えんぴつ（4

B)、12マスノート、雑巾、古新

聞紙

'申し込み・問い合わせ電話で

大井壷(83)5266へ

’第10回我孫子さっき展
b日時5月28日(金)から30B

(日)、午前9時から午後5時(30

日は午後4時まで）

，場所中央公民館(入場無料）

※栽培の実技指導を午前10時から

11時、午後1時から2時に実施。

，問い合わせ雛容(B7)2235､
橘詮(83)1343

花とみ会民謡。踊り
20周年発表会

｜
｜|‘

し日時。場所5月30B(B)午前

11時開演、市民会館（入場無料）

し問い合わせ渡辺壷(82)1978

一

この広報紙は再生紙を使用しています

項目

軽自動車税

国民年金(払込期限）

納期限
(口座振替日）

31(月）

31(月）

金 27(木）

市民図書館

峡･洲馳舩賊

鳥の博物館

市 民 プ ラ ザ

市民会館

”雌･耐融ｾﾝﾀー

市 民 体 育 館

ふれあい工房

17(月)､24(月)､31(月）

17(月)､24(月)､31(月）

17(月)､24(月)､31(月）

20(木）

17(月)､24(月)､31(月）

17(月)､24(月)､25(火）
31(月）

31(月）

17(月)､24(月)､31(月）

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ
日Ilf当番医・1週間の行事

盈砿)1313

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ
夜I川当番医

冠(87)1稗1

ﾃﾚﾎﾝガイド 冠(85)500C

ﾌｱｸｽガｲﾄ゙ 盆(83)6000


